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高強度レーザー電場を利用して気体分子の向きを揃える技術の開発は、断熱的な分子

配列制御の成功[1,2]以来、最近 15年間にわたって活発に研究されている分野の一つで
ある。分子の頭と尻尾を区別せずに向きを揃える「配列」については、その制御手法は

ほぼ確立され、関連する高強度レーザー物理の研究に広く利用されている[3]。それに
対して、分子の頭と尻尾を区別して向きを揃える「配向」の技術は今日も主要な研究課

題の一つとして注目されている。

私達はプラズマシャッター技術により整形されたパルスを弱い静電場にある分子に

照射し、レーザーフィールドフリーな分子配向を実現することに成功した[4]。最近は
直線分子だけでなく、より一般的な構造の非対称コマ分子を同手法により配向させた

[5]。最近の実験では、高い配高度を実現するために、回転量子状態を選別した分子試
料を用いた[5]。プラズマシャッター技術と分子の回転量子状態選別技術の併用により、
汎用性の高い、最も高度なレーザー電場のない条件下での配向制御技術の実現に成功し

た。

今回、レーザー電場だけでなく、静電場も存在しない完全にフィールドフリーな条件

下で高い分子配向度を実現することを目指している。そのために、Nd:YAGレーザーの
基本波とその二倍波を重ねた二波長レーザー電場を用いる[6,7]。その重ね合わせられた
レーザーパルスをプラズマシャッターにより急峻に遮断する技術を適用することで、全

光学的な手法による完全にフィールドフリーな分子配向制御技術が実現すると期待さ

れる[8]。発表では私達の分子配向制御手法に関する結果を報告する。
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